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研究成果の概要（和文）：東大寺図書館が所蔵する未整理文書のうち、中村純一寄贈文書と、新修東大寺文書聖教第46
函～第77函を調査検討し、それぞれについて報告書を公刊した。中村文書は内容的には興福寺の承仕のもとに集積され
た資料群であり、その中には明治維新期の詳細な日記があったので、その一部を翻刻・公表した。また中村文書以外の
新修東大寺文書からは、年預所など複数の寺内組織の近世資料群が、元来の整理形態を保って保存されている様相がう
かがえた。また、新出の中世東大寺文書を把握することができた。

研究成果の概要（英文）：The results of this study were collected into two reports.The first one is the rep
ort of historical documents donated to Todaiji Temple by Nakamura family,which served a department of Kofu
kuji Temple at early modern times.We reprinted detailed diaries at the time of the Meiji Restoration in th
is report.The second one is the report of historical documents owned by Todaiji Temple from the begining.D
urling early modern times,these documents were preserved by some groups in the temple.And we found some me
dieval documents in them.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 南都の古寺社における古文書調査は、奈
良文化財研究所の歴史研究室が中心となっ
て継続的に進めている。ただし、明治維新期
に寺社をめぐる状況は激変しており、それに
伴って、資料群の所在が激しく動いているこ
とは明白な事実である。現在我々が目にして
いる資料群とは、元来は、どの寺院のどの組
織のもとに集積された資料群なのか。この点
を解明することは、資料論を構築するために
必要不可欠のはずである。だが、近代には史
料を内容別に整理分類する方法が主流だっ
たこともあり、伝来過程が不明確になってい
る資料が多く存在する。 
 
(2) そのために、2006 年度～2008 年度には
科学研究費補助金｢南都における廃仏毀釈後
の資料動態に関する調査研究｣ (課題番号
18320101)を用い、調査研究を実施した(以下、
前回科研と称する。)。その際には、東大寺図
書館が所蔵するが、興福寺関係文書と思われ
る、中村純一寄贈文書を主な対象として、基
礎的な調査をおこない、その概要の把握につ
とめた。 
 
(3) しかし、上記期間中には到底終了しない
ことが判明したため、上記科研の最終年度前
年度応募をおこない、研究を継続することと
なった。それが、2009 年度～2013 年度に実
施した本研究課題、｢南都における廃仏毀釈
後の資料動態に関する調査研究｣(課題番号
21320116)である(以下、今回科研と称する)。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究が目指す全体的な構想は、南都の
古寺社が所蔵する歴史資料について、それぞ
れの資料群の伝来過程を明らかにし、資料群
の性格を究明する点にある。本研究課題では
その一階梯として、近代以後に、資料群の保
管場所・主体等がいかに変化したか、すなわ
ちその動態を跡づけるようとした。 
 
(2) そのためにはまず、本来伝来した場所か
ら流出した状態で、現在保管されている資料
群の性格を明らかにする必要がある。 
 
(3) さらには、同じ寺院内に保存されている
資料群であっても、資料群を管理した主体が
変化している場合が多い。特に明治維新期の
変化が大きく、そのために、元来の保管主体
が不明確になっていることが多い。そのよう
な場合、現在残されている資料により、前近
代における保管主体を明確にする必要があ
る。 
 
３．研究の方法 
(1) その研究の素材として、東大寺図書館
に所在する、新修東大寺文書聖教を選んだ。
新修東大寺文書聖教は、従来のいわゆる東大
寺文書を整理する過程で、その範疇に入らな

かった、雑多な文書・聖教群である。しかし
逆にそのために、近代の内容別の分類整理が
なされておらず、比較的、元来の収蔵状況の
面影を残した函が多いと推測された。 
 
(2) その中でも、中村純一寄贈文書は、近
代に外部から持ち込まれたことが明らかな
資料群である。そこで前回科研でまず、中村
純一寄贈文書の基礎的な調査を実施した。 
 
(3) 今回科研では、前回科研をふまえ、中
村純一寄贈文書について、重要資料の翻刻を
進め、より詳細な検討をおこなった。また一
方で、それ以外の新修東大寺文書聖教につい
て、一点ごとにラベルを貼り、書誌事項を記
録して目録作りを進め、基礎的な調査研究を
進めた。 
 
４．研究成果 
(1) 中村純一寄贈文書については、東大寺
図書館の所蔵ではあるが、内容は興福寺の承
仕のもとに集積された文書群であることが
明確となった。その成果をまとめた報告書と
して、『<東大寺図書館所蔵>中村純一寄贈文
書調査報告書』(編集･発行 吉川聡、2014 年
3月)を公刊した。報告書は、第 1部 論考編・
第 2部 史料編・第 3部 目録編の 3部構成と
した。第 1 部 論考編では、中村純一寄贈文
書の内実と、そこから判明する基礎的事実に
ついて考察した。第 2 部 史料編では、中村
純一寄贈文書の中に見いだした、明治維新期
の日記を翻刻・掲載した。具体的には、文久
3年の天誅組の変の際の日記・慶応 4年(明治
元年)日記の全文と、安政 7 年～明治 6 年の
日記の要点のみを記した見出しを掲載した。
また第 3 部 目録編では、中村純一寄贈文書
全点の目録を掲載した。 
 中村純一寄贈文書について明確となった
ことは、下記の点などがある。 
①中村家は室町時代の天文年間以来、興福

寺の承仕をつとめた家柄であり、中村純一寄
贈文書は、その分家に伝わった文書である。
興福寺の承仕は、中世以来の家柄が世襲して
いたこと、同時に、断絶する家もあり、承仕
確保のために分家や、養子相続などもおこな
われたことが判明する。 
②中村純一寄贈文書は、承仕の職務に関わ

る、寺領経営や寺内修繕等の関係の文書が主
体である。年代は大半が江戸時代後期である。
近世の最末期に至るまで、承仕が興福寺の公
物方の寺領を経営し、境内整備を担当するな
ど、実務の中枢を担っていたことが判明する。 
③江戸時代後期から明治初年にかけて、中

村家の人々が記した詳細な日記が存在して
いる。記事も詳細で、特に明治維新期の日記
は、混乱期で、他の史料が少ない時期だけに、
南都における神仏分離・廃仏毀釈の具体相を
物語る資料として貴重である。 
 
(2) 以外の新修東大寺文書聖教については、



第 46函～第 77函の基礎的な調査をおこない、
その概要・元来の保管主体がある程度判明し
た。その成果を記した報告書として、『<東大
寺図書館所蔵>新修東大寺文書聖教調査報告
書第 46 函～第 77 函』(編集･発行 吉川聡、
2014年3月)を公刊した。報告書は、第1部 論
考編・第 2 部目録編の 2 部構成とした。第 1
部 論考編では、新修東大寺文書聖教第 46 函
～第 77 函の概要と、その資料等から判明す
る新知見等について紹介・考察した。第 2部 
目録編では、第 46 函～第 77 函の一点ごとの
目録を掲載した。 
 新修東大寺文書聖教の第 46函～第 77函を
中心とする調査研究からは、下記の点などが
明確になった。 
①未紹介の中世東大寺関係文書を発見し、

その一部を詳しく検討した。 
②近世東大寺の僧侶・法会の実態の一端を

明らかにできた。 
③現在東大寺図書館に存在している文書

が、元来、東大寺のどの組織で保管されてい
たものなのかが、ある程度明らかとなった。
具体的には、文書・聖教函は、文書が入って
いる函と、経典・聖教が入っている函は、か
なり明確に分かれている印象を受ける。文書
に関しては、大部分が近世文書である。それ
ら近世文書は、当時の袋で一包されるなど、
近世以来の保管形態をかなり保持した状態
で、現在に至っているものが多い。よって多
くの場合、元来の保管主体が推測できる。そ
れらの元来の保管場所は、年預所が最も多く、
他には西国沙汰所・薬師院・戒壇院なども存
在する。一方、聖教は、旧保管場所としてま
とまりがあまり分からないものも多く、近代
の整理の過程で、傷みの激しいものなどを、
新修文書聖教に別置したような印象を受け
る。 
 

(3) 今回は、東大寺図書館の所蔵資料を主
たる素材として、調査検討することになった。
それも、一部を調査したのみなので、全貌を
あきらかにするには、さらなる調査が必要で
ある。それでも、下記の点が明確になったと
考えている。 
①近代、東大寺の各所にあった資料が、東

大寺図書館に集積され、新たに分類された。
その際、いままで未整理の状態におかれてい
た新修東大寺文書聖教とは、近代の分類の際
にとり残された資料群である。文書について
は、前近代の整理形態をかなり残していると
考えられ、前近代の保管主体もかなり明瞭に
分かる。年預所が最も多いが、他の寺内機関
のものも存在する。 
 ②一方、中村純一寄贈文書とは、東大寺と
は全く関係ない大量の資料群が、近代に流入
している事例である。これは興福寺の承仕の
家に集積された、その職務に関係する資料群
である。興福寺との関係が消滅した後も、資
料群をその家で保管していた事例である。 
 ③そのような保管主体の変化をもたらし

た根本原因は、もちろん、明治維新期の神仏
分離・廃仏毀釈をはじめとする一連の動向に
ある。その時期の南都寺院の動向については、
不明な点も多い。しかし今回、中村純一寄贈
文書中に詳細な記録を見いだし、翻刻･紹介
した。それらの資料をさらに分析することに
より、今後、不明な点が明確になることが期
待される。 
 
(4) ただし、今回は東大寺図書館所蔵の新
修東大寺文書聖教について、その一部をケー
ススタディーとして調査検討をしたに止ま
っている。今後もこのような観点を維持して、
調査研究を続ける必要があるだろう。 
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